
三
月
十
七
日(

日)

午
後

二
時
か
ら
町
会
館
に
て
平

成
三
十
年
度
町
内
会
定

期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。（
開
会
時
点
で
の
出
席

者
九
十
三
名
、
委
任
状
百

九
十
三
名）

一
．
平
成
三
十
年
度
活
動

報
告

二
．
同
会
計
報
告

会
計
監
査
報
告

各
団
体
監
査
報
告

三
．
平
成
三
十
一
年
度
新

役
員
の
承
認

四
．
平
成
三
十
一
年
度
活

動
計
画

五
．
同
予
算

の
五
案
件
が
可
決
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
の
質
問
、
意
見
は

次
の
通
り
で
す
。

①
少
年
団
と
は
ど
う
い
う

う
団
体
か
？

②
盆
踊
り
の
開
催
日
数

③
災
害
対
策
の
中
で

・
要
援
護
者
対
策

・
防
災
マ
ッ
プ
作
成

・
八
木
北
小
学
校
以
外
の

避
難
場
所
の
確
保

④
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
場
所

⑤
公
園
で
の
ボ
ー
ル
遊
び

の
是
非

⑥
子
ど
も
安
全
見
守
り
隊

の
増
員

こ
こ
に
改
め
て
総
会
出

席
者
を
は
じ
め
、
関
係
皆

様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も「
箕
土
路
は
住
み

よ
い
、
え
え
町
や
。」
と
思
っ

て
頂
け
る
町
内
会
を
目
指

し
て
努
力
致
し
ま
す
。

各
団
体
の
連
携
と
町
民

皆
様
方
の
ご
協
力
、
ご
理

解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
四
月
で
平
成
が

終
終
わ
り
、
五
月
か
ら

新
年
号
へ
移
行
し
ま
す
。

平
成
三
十
年
間
を
振

り
返
る
と
、
次
々
と
自

然
災
害
に
み
ま
わ
れ
た

時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

三
年
雲
仙
普
賢
岳
火

砕
流
。
五
年

北
海
道
南

西
沖
地
震
。
七
年
阪
神

淡
路
大
震
災
。
十
二
年

三
宅
島
噴
火
（
島
民
三

千
人
避
難
）
。

そ
し
て
二
十
三
年
に

は
東
日
本
大
震
災
が
発

生
。
死
者
、
行
方
不
明
、

関
連
死
二
万
人
以
上
、

今
で
も
五
万
人
以
上
が

避
難
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
大
雨
、
猛

暑
、
豪
雪
な
ど
自
然
災

害
が
多
く
発
生
し
ま
し

た
。地

球
規
模
の
気
候
変

動
の
中
、
今
後
も
自
然

災
害
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

広
域
的
災
害
が
発
生

す
れ
ば
市
役
所
、
警
察
、

消
防
な
ど
、
公
的
機
関

か
ら
の
支
援
は
困
難
で
、

三
～
七
日
間
は
自
力
で

生
活
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

こ
の
た
め
、
今
後
、

防
災
対
策
の
充
実
、
強

化
に
努
力
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
こ

の
活
動
の
充
実
、
強
化

す
る
に
は
、
女
性
の
視

点
も
重
要
で
あ
り
、
今

年
度
、
女
性
二
名
の
方

に
町
役
員
に
就
任
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

防
災
、
災
害
時
対
策

は
、
自
治
会
の
役
員
、

評
議
員
だ
け
で
な
く
町

内
会
の
傘
下
の
団
体
、

町
民
全
体
の
協
力
が
絶

対
に
必
要
で
す
。

引
き
続
き
、
町
内
会

各
活
動
へ
の
支
援
協
力

よ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。吉

田

篤

白
樫

裕

近
土

安
孝

村
木

茂
満

松
井

勝
己

書
記西

野

豊

会
計畠

中

章

書
記
補
佐

山
本

ツ
ネ
子

会
計
補
佐

村
田

愛
子

塚
本

浩
司

吉
田

裕
彦

相
談
役

三
宅

正
剛
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朝
夕
、
箕
土
路
町
内
を
多
く
の
通
勤
の

自
動
車
、
自
転
車
等
が
通
過
し
、
交
通
量

は
大
幅
に
増
加
し
ま
す
。
町
内
に
は
歩
道

の
あ
る
道
路
は
少
な
く
、

ま
た
、
見
通

し
の
よ
く
な
い
交
差
点
も
あ
り
、
八
木
北

小
学
校
に
通
学
す
る
子
ど
も
た
ち
は
車

に
気
を
つ
け
な
が
ら
通
学
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
内
の
有
志
が
声
を
か
け

あ
い
、
小
学
生
の
登
校
時
に
通
学
路
（
交

差
点
等
）
に
立
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

箕
土
路
町
で
は
現
在
六
人
の
方
が
交
代

で
小
学
校
の
登
校
時
間
帯
（
午
前
七
時
四

十
分
～
八
時
二
十
分
頃
）
に
交
差
点
な
ど

に
立
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

八
木
北
小
学
校
藤
原
校
長
詮
先
生
は

「
通
学
路
の
見
守
り
は
学
校
で
は
目
が
届

き
に
く
い
と
こ
ろ
。
是
非
、
見
守
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
て
ほ
し
い
。
」

と
呼
び
か
か
て
い
ま
す
。

小
学
校
を
通
じ
て
子
ど
も
安
全
見
守
り

隊
と
し
て
登
録
す
る
と
、
市
教
育
委
員
会

が
傷
害
保
険
に
加
入
す
る
と
と
も
に
、
見

守
り
時
に
使
用
す
る
帽
子
と
安
全
旗
が
学

校
か
ら
届
け
ら
れ
ま
す
。

箕
土
路
町
内
会
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
協

力
を
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
八
木
北
小
学
校
ま
で
。

電
話
四
四
三
ー
六
六
三
一

（
写
真
は
箕

土
路
公
園
交

差
点
で
見
守

る
西
村
さ
ん

と
子
ど
も
た

ち
）

定期総会開催される


